
高反射鏡面複合板の特徴とメリット

・ボード材のため施工方法がわかりやすく、現場で裁断可能です

・ダクト設置スペースを有効に活用できるため、より明るくなります

・ダクト加工費がないため、光ダクトの材料費が安価になります

内張り光ダクト用

高反射鏡面複合板

反射率95%以上の
光ダクト用鏡面アルミ仕上げ

樹脂板積層により
平坦性と強度を確保

2.2mm

表面材
：アルミニウム(鏡面)

芯材
：樹脂板

裏面材
：アルミニウム(白)

施工時



自然光でくらしを元気に
鋼鈑商事の光ダクト

「どこでも光窓」

「どこでも光窓」に関するお問い合わせ

鋼鈑商事株式会社 建材事業部

03-4531-6883
〒141-0022 東京都品川区東五反田二丁目18番1号

大崎フォレストビルディング

電話またはホームページよりご連絡ください

Step1. 市販の天窓・窓を設置
※天窓や窓は製品には含みません

Step2. ダクトスペースを
石膏ボード等で形成

高反射鏡面複合板の施工方法と製品仕様

Step4. 天井放光部を仕上げ
※乳半アクリル板を別途で提供可能

https://hikari-duct.jp

Step3. 石膏ボードに貼り付け

品名 反射率 厚さ サイズ 重量 定価(税抜)

高反射鏡面
複合板

95%以上 2.2mm 1220mm×2430mm 約10kg
¥80,000/枚

(¥26,985/m2)

※天窓の大きさは
光ダクトと同等サイズの製品を推奨

採光部用天窓【製品範囲外】

屈曲部

※放光部は内装に合わせた
仕上げをご検討ください

放光部用仕上げ材【別途】

①割付し、製品をカット

②接着剤またはビスで
石膏ボード等に貼り付け
※製品の伸びを考慮し
目透かしで貼り付けください
※剥落しないよう
しっかりと固定ください

③保護シートを剥離
※日光により粘着剤が劣化するため
貼り付け後すぐに保護シートを
剥離ください
※粉塵等の汚れが付着しないよう
ご注意ください

※製品の伸びを考慮し、隙間を開けて
施工ください

入隅

施工方法

※曲げ加工に対応していませんので
多面に分けて形成してください

光ダクト

光ダクト

断面図

平面図

天井

・高反射鏡面複合板の設置イメージと施工方法

高反射
鏡面複合板

※本製品は長田通商株式会社製『デコール複合板』の表面材を光ダクト用高反射鏡面板に変更し作製されております


